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　【写真】
３月11日、東日本大震災によ
る犠牲者の供養と、復興を祈
願しました。
　（岩手県大船渡市三陸町）
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あれから１年…東日本大震災におけるボランティア活動

平成24年度　秋田県社会福祉協議会重点事業及び予算

福祉サービス第三者評価の受審料を減額しました！

皆様の善意

雇用改善に向け
　　福祉保健人材
　　　　確保事業を強化

321
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平
成
19
年
、
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
金
融
危

機
を
受
け
て
、
わ
が
国
で
も
雇
用
情
勢

が
急
速
に
悪
化
し
ま
し
た
。
政
府
は
、

平
成
20
年
度
第
２
次
補
正
予
算
か
ら
平

成
21
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
雇
用

確
保
対
策
と
し
て
様
々
な
福
祉
・
人
材

確
保
予
算
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
国
の

交
付
金
を
財
源
と
し
た
基
金
を
創
設

し
、
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
県
社
協
」）
が
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
、

平
成
23
年
度
ま
で
の
３
年
間
、「
福
祉
人

材
等
求
人
開
拓
事
業
」
を
は
じ
め
と
す

る
「
緊
急
雇
用
対
策
事
業
」
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

福
祉
人
材
等
求
人
開
拓
事
業
（
以
下

「
求
人
開
拓
事
業
」）
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
県
社
協
に
就
労

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
名
、
大
館
市
と

横
手
市
に
就
労
サ
ポ
ー
タ
ー
を
各
１
名

配
置
し
、福
祉
保
健
事
業
所
（
以
下
「
事

業
所
」）
の
求
人
開
拓
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
事
業
所
の
訪
問
を
通

し
て
福
祉
保
健
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「
人
材
セ
ン
タ
ー
」）
へ
の
事
業
所
登
録

と
求
人
の
登
録
を
促
し
、
求
人
数
の
確

保
に
努
め
ま
し
た
。

　

事
業
開
始
か
ら
の
３
年
間
で
、
県
内

約
５
，
６
０
０
事
業
所
を
訪
問
し
、
新

た
に
３
０
５
事
業
所
が
求
人
事
業
所
と

し
て
登
録
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
求
人
数
は
３
年
間
で
６
，

４
３
３
人
と
な
り
、
求
人
開
拓
事
業
と

し
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
（
表
１
・
表
２
参
照
）

　

福
祉
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

（
以
下
「
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」）
は
、
平

成
22
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
23
年

度
ま
で
の
２
年
間
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
社
協
に
キ
ャ
リ
ア

支
援
専
門
員
を
１
名
配
置
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
求
職
者
に
合
っ
た
職
場
開
拓
を
行

う
こ
と
と
、
新
規
就
業
者
や
従
事
者
が

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
支
援
し
、

福
祉
人
材
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
訪
問
相
談
事
業
と

し
て
社
会
保
険
労
務
士
と
キ
ャ
リ
ア
支

援
専
門
員
が
県
内
35
事
業
所
を
訪
問

し
、
就
業
規
則
の
整
備
状
況
や
適
法
性

等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
労

働
環
境
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
出
向

い
て
出
張
相
談
窓
口
（「
福
祉
の
お
仕

事
」
相
談
コ
ー
ナ
ー
）
を
設
置
し
、
求

職
者
に
対
す
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
社
会
保
険
労
務

士
を
２
名
増
や
し
、
新
た
に
中
小
企
業

診
断
士
５
名
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
加
え

21年度 22年度 23年度 合 計

中央地区
58 44 37 139

40.8% 46.3% 54.4% 45.6%

県北地区
45 25 11 81

31.7% 26.3% 16.2% 26.6%

県南地区
39 26 20 85

27.5% 27.4% 29.4% 27.9%
合　計 142 95 68 305

（表１）事業所登録数の推移

21年度 22年度 23年度 合計

中央地区
650 1,607 1,624 3,881
58.2% 59.5% 62.0% 60.3%

県北地区
283 507 353 1,143
25.4% 18.8% 13.5% 17.8%

県南地区
182 585 642 1,409
16.3% 21.7% 24.5% 21.9%

合　計 1,115 2,699 2,619 6,433

（表２）求人数の推移
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福
祉
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開
拓
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業
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材
マ
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事
業

　　

  
雇
用
改
善
に
向
け
福
祉
保
健
人
材
確
保
事
業
を
強
化

雇
用
改
善
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向
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材
確
保
事
業
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強
化
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取
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開
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取
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組
み
〜

  
特
集
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て
事
業
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

特
に
出
張
相
談
を
積
極
的
に
行
い
、

県
内
４
カ
所
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
延

べ
２
０
４
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。（
表
３
、
図
１
・
２
参
照
）

　

な
お
、
訪
問
相
談
に
つ
い
て
は
、
他

団
体
に
よ
る
労
働
関
係
や
就
業
規
則
に

関
す
る
研
修
会
等
が
継
続
的
に
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
訪
問
相
談
を
希

望
す
る
事
業
所
は
減
少
し
た
も
の
の
、

労
働
環
境
の
改
善
と
福
祉
職
へ
の
就
労

促
進
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の

成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

　

介
護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
就
労
支

援
事
業
（
以
下
「
キ
ャ
リ
ア
転
換
事
業
」）

は
、
平
成
20
年
度
末
か
ら
、
県
の
緊
急

雇
用
対
策
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
失
業
者
を
対
象
と
し

て
、
介
護
施
設
や
介
護
事
業
所
で
就
労

訓
練
を
行
い
な
が
ら
介
護
人
材
の
確
保

と
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し

た
。

　

対
象
者
は
、
雇
用
保
険
の
受
給
者
及

び
雇
用
保
険
の
受
給
期
間
が
終
了
し
て

も
な
お
失
業
中
の
方
で
、
か
つ
介
護
職

員
基
礎
研
修
ま
た
は
訪
問
介
護
員
養
成

研
修
を
修
了
し
、
介
護
業
務
の
実
務
経

験
が
原
則
と
し
て
１
年
未
満
の
方
で
す
。

　

事
業
の
特
徴
は
、
離
職
者
を
介
護
従

事
者
と
し
て
就
業
に
つ
な
げ
て
い
る
こ

と
で
、
単
に
求
人
情
報
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
求
職
者
の
抱
え
て
い
る
悩

み
な
ど
に
も
個
別
に
応
え
、
職
歴
や
適

性
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
受
け

入
れ
事
業
所
と
交
渉
に
あ
た
り
、
実
務

訓
練
に
結
び
つ
け
て
い
る
点
で
す
。（
表

４
参
照
）

　

失
業
し
て
い
る
方
が
対
象
で
あ
る
た

め
、
本
来
で
あ
れ
ば
生
活
保
護
等
生
活

扶
助
に
結
び
付
く
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

も
、
就
労
に
つ
な
げ
る
と
い
う
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
務
訓
練
終
了
後
の
就
労

が
確
約
で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る

た
め
、
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
強

化
し
、
確
実
に
就
労
に
結
び
付
け
、
定

着
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（表３）平成23年度にキャリア支援専門員が受け付
けた相談区分及び相談方法

【相談区分】( 重複 )

求職 109

資格 114

仕事ガイド 63

その他 16

【相談方法】（件）

来談 0

電話 5

フェア等 2

ハローワーク窓口 204

（表４）キャリア転換事業における就業状況
平成21年 平成22年 平成23年 計

実務訓練希望
登 録 人 数 74 51 47 172

実 務 訓 練
実 施 者 数 47 43 44 134

継続して就業に
つながった人数 35 30 36 101

※　継続して就業につながった者の割合は、３カ年合計で約75％。
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（図１）平成23年度にキャリア支援専門員が受け
付けた相談の年齢区分

（図２）平成23年度にキャリア支援専門員が受け付
けた月別相談件数
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介
護
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キ
ャ
リ
ア
転
換

 　

 

就
労
支
援
事
業

※　計211件の相談受付のうちハローワークでの相談204件
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◆
今
後
の
展
望

　

３
年
間
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
通

し
て
、
事
業
所
訪
問
を
通
じ
た
求
人
開

拓
を
ど
う
増
や
し
て
い
く
か
、
一
方

で
福
祉
の
職
場
に
就
こ
う
と
し
て
い
る

方
々
へ
の
求
人
等
の
情
報
を
ど
の
よ
う

に
伝
え
、
そ
し
て
福
祉
の
仕
事
に
就
い

て
も
ら
う
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
社
協
で
は
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え

引
き
続
き
求
人
開
拓
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
、

福
祉
就
労
希
望
者
に
対
す
る
的
確
な
情

報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の

採
用
者
数
の
増
加
と
そ
の
定
着
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

◆
求
人
数
と
採
用
者
数
の
増
加
に
み
る

緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
成
果

　

本
県
に
お
け
る
「
緊
急
雇
用
対
策
」

の
成
果
と
し
て
、
次
の
点
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

１
点
目
は
、
就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
事
業
所
を
訪
問
し
て
の
求
人
開

拓
が
効
果
を
上
げ
、
新
規
求
人
数
が
増

加
し
た
こ
と
で
す
。（
図
３
参
照
）

◆
求
人
動
向
の
推
移

　

秋
田
労
働
局
で
毎
月
集
計
し
て
い
る

「
求
人
・
求
職
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
に

よ
る
と
、
平
成
19
年
の
い
わ
ゆ
る
「
世

界
金
融
危
機
」
以
降
の
本
県
の
有
効
求

人
倍
率
は
、
平
成
21
年
３
月
時
点
で

0.3
倍
と
最
も
低
く
、
介
護
関
係
に
つ
い

て
も
0.5
倍
と
本
県
の
求
人
状
況
に
も
影

響
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。（
表
５
参
照
）

　

２
点
目
は
、
新
規
求
職
者
数
と
採
用

人
数
が
と
も
に
増
加
し
た
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
、
就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
介
護
職
員
基
礎
研
修
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
講
座
の
実
施
機
関
等
を
訪
問

し
、
介
護
職
就
労
希
望
者
の
人
材
セ

ン
タ
ー
登
録
を
働
き
か
け
た
こ
と
や
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
が
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
訪
問
し
、
求
職
者
に
対
す
る

就
労
相
談
な
ど
で
就
労
を
働
き
か
け
た

こ
と
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

求
人
数
、
求
職
者
数
と
も
に
増
え
た
こ

と
で
、
採
用
者
数
も
そ
れ
に
比
例
し
増

え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。（
図
４
参
照
）

（表５）平成19年から平成24年までの各月の秋田県の有効求人倍率
（秋田労働局の統計）

H19.3 H20.3 H21.3 H22.3 H23.3 H24.2

有効求人倍率
（全職種）

0.63 0.60 0.30 0.39 0.50 0.65

介護関係
有効求人倍率

0.80 1.04 0.56 0.63 1.13 1.22

※平成24年は2月の数値が最新
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419
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・新規求職者数…その月に新たに求職登録を行った求職者数
・採用人数…その月に人材センターの紹介や応募用紙を利用して、採用決定の報告があった人数

※県社協人材センターの統計

※県社協人材センターの統計

 
☆ 
緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
成
果
と
今
後

（図３）新規求人数の推移

（図４）新規求職者数・採用人数の推移
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東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し

た
こ
と
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
被
災
地

支
援
活
動
を
振
り
返
り
、
本
県
に
お
け

る
災
害
発
生
時
に
求
め
ら
れ
る
活
動
の

あ
り
方
等
を
考
察
す
る
た
め
、
３
月
21

日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
船
渡
市

社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下

「
社
協
」）
は
、

市
保
健
福
祉

課
か
ら
の
要

請
に
よ
り
、

３
月
12
日
に

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｖ
Ｃ
」）
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｃ
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
り
、
災
害

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
途
中
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
職
員
配
置
や
Ｖ
Ｃ
に
関

わ
る
資
料
、
方
向
性
な
ど
が
職
員
間
で

十
分
に
共
通
認
識
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
苦
労
し
た
ほ
か
、
発
災
直
後
は
支
援

物
資
な
ど
避
難
所
の
対
応
が
重
視
さ
れ

る
た
め
、
Ｖ
Ｃ
の
運
営
方
法
や
方
向
性

な
ど
を
災
害
対
策
本
部
や
市
保
健
福
祉

課
に
汲
み
取
っ
て
も
ら
う
ま
で
に
時
間

を
要
し
ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｃ
立
ち
上
げ
初
期
の
頃
は
市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
で
、
そ
の
７
〜

８
割
は
学
生
で
し
た
が
、
地
元
に
こ
の

よ
う
な
思
い
を
持
つ
学
生
が
い
る
と
い

う
こ
と
が
Ｖ
Ｃ
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
県
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
、
５
月
に
は
１
日
あ
た

り
350
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
11
月
か

ら
は
ニ
ー
ズ
減
少
に
伴
い
、
受
入
れ
人

数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
は

金
〜
日
曜
日
の
週
末
の
み
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
け
入
れ
人
数
は
、
２
月
末
時
点
で
累

計
２
７
，
７
１
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
内
容
は
、
仮
設
住
宅
の

引
っ
越
し
な
ど
に
変
わ
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
に
際
し
て

は
、
事
前
に
活
動
先
の
下
見
を
行
い
活

動
内
容
と
必
要
な
人
数
を
把
握
し
ま

す
。
発
災
直
後
は
民
生
委
員
と
社
協
職

員
が
活
動
先
ま
で
必
ず
付
き
添
っ
た
ほ

か
、
民
生
委
員
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

必
要
な
世
帯
や
対
象
者
を
ま
と
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。
時
間
の
か
か
る
作
業
で

す
が
、
最
初
に
地
域
と
の
信
頼
関
係
を

つ
く
る
の
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
は
、
時

季
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
発
災

初
期
は
屋
内
の
家
財
道
具
の
運
び
出
し

が
個
人
宅
の
ニ
ー
ズ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
多
く
の
物
資
が
全
国
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
仕

分
け
し
、
運
搬
す
る
活
動
が
市
内
５
〜

６
か
所
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
避
難
所
内
の
掃
除
や
炊
き
出
し

な
ど
と
な
り
ま
す
。
中
期
に
は
家
屋
内

の
泥
出
し
や
道
路
の
側
溝
に
詰
ま
っ
て

い
る
土
砂
の
か
き
出
し
、ガ
レ
キ
拾
い
、

家
屋
の
解
体
な
ど
と
な
り
ま
す
。
後
期

は
仮
設
住
宅
へ
の
引
っ
越
し
、
写
真
洗

浄
・
返
却
な
ど
で
す
。
写
真
洗
浄
・
返

却
は
今
で
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
累
計
15
万
枚
く
ら
い
返
却
し
て
い

ま
す
。
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
タ
ク
シ
ー

業
者
の
営
業
妨
害
に
も
な
り
か
ね
な
い

た
め
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

今
回
、
私
な
り
に
３
つ
の
タ
イ
プ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
ず
１
つ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

士
気
を
高
め
て
く
れ
る
人
気
者
に
な
る

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
社
協
職

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
後
方
支
援
の
方

と
の
潤
滑
油
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

２
つ
め
は
、
大
工
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
素
人
が
行
う
の
と
大
工
が
や
る
作

業
で
は
住
民
の
反
応
が
違
い
、
建
物
の

解
体
や
仮
設
住
宅
で
の
簡
単
な
大
工
作

業
の
際
に
も
と
て
も
重
宝
し
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
地
元
の
方
で
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
の
方
で
す
。
こ
れ
は
特
に
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ま

と
め
て
く
れ
る
な
ど
効
率
が
よ
く
、
や

は
り
地
元
で
長
期
間
活
動
し
て
い
る
の

で
心
強
い
存
在
で
す
。

 

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

〜
大
船
渡
の
い
ま
〜

　
　

大
船
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

    

チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　
　

勉　

氏

『
あ
れ
か
ら
１
年
…
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
』

平
成
23
年
度　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら

今年３月11日の大船渡市内

震災直後の大船渡市内
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く
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
成

功
体
験
が
危
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
は

失
敗
か
ら
学
べ
ま
す
が
、
１
回
成
功
し

た
こ
と
を
違
う
か
も
し
れ
な
い
と
疑

い
、
客
観
的
に
見
る
と
い
う
こ
と
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
炊
き
出
し
で
も
足
湯
で
も

同
じ
だ
し
、
傾
聴
で
も
そ
う
で
す
。
私

た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が
今
被
災
地

に
何
が
求
め
ら
れ
る
か
考
え
る
べ
き
で

す
。

　

そ
し
て
東
日
本
大
震
災
で
出
て
き
て

い
る
の
が
支
援
物
資
の
弊
害
で
す
。
被

災
地
の
方
か
ら
は
、
自
立
に
向
か
わ
な

い
た
め
、
も
う
物
の
支
援
は
や
め
て
ほ

し
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
子
供
た

ち
も
含
め
町
全
体
の
雰
囲
気
が
、〝
外
か

ら
人
が
来
る
〞
＝
〝
物
を
貰
え
る
〞
と

　

東
日
本
大

震
災
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

や
復
興
と
い

う
一
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド

だ
け
で
な
く
、

様
々
な
も
の

を
私
た
ち
に

突
き
付
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
個
人

の
価
値
観
、
例
え
ば
「
豊
か
さ
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、
家
族
や
地
域
の
あ

り
方
、
市
民
活
動
の
あ
り
方
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
し
て
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
以
外
に
も
去
年
の
一
文
字

に
「
絆
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
災
害
で

生
ま
れ
た
絆
も
あ
り
ま
す
が
、
お
そ
ら

く
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
少
し
ず
つ
見

え
な
く
な
っ
て
い
た
、
も
し
く
は
意
識

し
な
く
て
も
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
だ
と
し
た
ら
今
後
も
起

き
る
か
も
し
れ
な
い
大
災
害
、
高
齢
化

や
過
疎
化
の
進
行
、
経
済
力
が
低
下
し

て
い
く
中
で
、
私
た
ち
は
ど
う
暮
ら
し
、

「
豊
か
さ
」
を
考
え
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。
被
災
し
た
人
に
と
っ
て
は
悲
し
ん

　

現
在
、
大
船
渡
に
は
37
区
角
１
，

７
７
５
世
帯
の
仮
設
住
宅
が
建
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
仮
設
住

宅
を
回
っ
て
困
り
ご
と
や
必
要
な
物
資

が
な
い
か
等
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
サ
ロ
ン

を
開
催
す
る
23
名
の
生
活
支
援
相
談
員

（
以
下
「
相
談
員
」）
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
相
談
員
の
役
割
は
、
仮
設
住

宅
だ
け
で
は
な
く
、
み
な
し
仮
設
（
仮

設
に
入
れ
ず
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
た

方
々
）
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
大
船
渡
に
は
、
仮
設
に
常
駐

し
て
住
民
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
気
に

な
る
お
宅
の
確
認
な
ど
を
行
う
支
援
員

も
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
民
生
委
員

が
関
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
も
の

の
、
相
談
員
と
支
援
員
が
い
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
仮
設
に
関
わ
っ
て
く
べ
き

か
と
混
乱
し
て
い
る
方
も
多
く
、
そ
の

方
向
付
け
を
行
う
の
も
今
後
の
社
会
福

祉
協
議
会
の
大
事
な
役
割
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し

て
色
々
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
被
災
し
た

方
々
は
も
ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｖ

Ｃ
の
状
況
も
か
な
り
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
だ
い
ぶ
ニ
ー
ズ
も
減
少
し
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま
た
い

つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
に
な
る
時
が

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
は

是
非
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

で
も
ら
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
教
訓
と
し

て
受
け
止
め
て
、
同
じ
失
敗
や
苦
し
み

を
感
じ
な
い
よ
う
に
、
災
害
が
起
き
て

も
あ
な
た
方
の
お
か
げ
で
私
た
ち
の
地

域
は
大
丈
夫
で
し
た
と
言
っ
て
も
ら
え

る
方
が
嬉
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
防
災
と
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
で
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
一
つ
心
配
し
て
い
る
の
で

す
が
、
災
害
が
起
き
た
ら
バ
ス
を
出
せ

ば
い
い
と
い
う
単
純
な
思
考
に
な
っ
て

い
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
に
相
性
が
い
い
の
は
水
害

で
す
。
泥
が
乾
く
ま
で
、
衛
生
状
態
が

悪
化
す
る
ま
で
に
人
を
た
く
さ
ん
入
れ

て
泥
を
か
き
出
す
、
掃
除
を
す
る
と
い

う
同
じ
よ
う
な
活
動
を
や
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
の
が
水
害
の
特
徴
で
す
。
し

か
し
、
直
下
型
地
震
は
被
害
が
個
別
に

な
り
、
そ
こ
に
大
量
の
人
を
投
入
し
て

同
じ
仕
事
を
す
る
と
は
な
ら
な
い
は
ず

で
す
。
地
域
性
と
個
別
性
で
す
。
そ
う

い
う
背
景
や
理
由
を
理
解
せ
ず
に
、
東

日
本
大
震
災
で
は
バ
ス
を
出
し
た
と
い

う
結
果
だ
け
を
私
た
ち
が
次
の
世
代
や

他
の
地
域
に
伝
え
て
し
ま
う
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
が
そ
ぐ
わ
な
い
災
害
に

も
バ
ス
を
出
せ
ば
い
い
と
い
う
、
現
地

の
ニ
ー
ズ
や
被
災
さ
れ
た
方
の
声
を
無

視
し
て
、
支
援
す
る
側
の
押
し
付
け
に

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
日
本
全
国

で
努
力
し
頑
張
っ
た
の
で
比
較
的
う
ま

 

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
考
察

　
　

に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

    

事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　

李　
　

仁　

鉄　

氏

仮設の「おおふなと 夢 商店街」ができました。
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な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
思
っ
て
子
ど
も

達
が
大
き
く
な
っ
た
地
域
は
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
い
う
の
は
意
外
に
影
響
力
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
炊
き
出
し
な
ど
外
か
ら
応
援

に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
勇
気
づ

け
ら
れ
、
交
流
・
会
話
が
生
ま
れ
る
と

住
民
の
方
は
喜
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
し

10
円
で
も
100
円
で
も
い
い
か
ら
有
償
に

す
る
や
り
方
で
な
い
と
、
必
要
が
な
い

の
に
幾
つ
も
持
っ
て
行
く
人
が
必
ず
出

て
き
ま
す
。
本
当
に
必
要
な
物
を
必
要

な
方
に
届
け
る
仕
組
み
が
必
要
で
、
そ

れ
は
被
災
し
た
方
か
ら
の
声
と
し
て
上

が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
自
立
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
地
域
の
将
来
を

必
死
に
考
え
よ
う
と
変
化
が
起
き
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
は
「
魚
を
あ
げ
る
支
援
」
で
は
な
く

「
釣
り
竿
を
あ
げ
る
支
援
」
と
い
う
言

い
方
を
し
ま
す
。
も
っ
と
言
え
ば
「
釣

り
竿
の
作
り
方
を
教
え
る
支
援
」
で
す
。

も
し
か
し
た
ら
そ
の
道
具
す
ら
自
分
た

ち
で
生
み
出
せ
る
よ
う
な
支
援
で
す
。

外
の
人
間
が
地
域
を
支
え
る
の
で
は
な

く
、
地
域
の
方
に
ど
う
や
っ
て
地
域
を

支
え
て
い
た
だ
く
か
で
す
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
災
害
に
対
し
、
一
つ
は
命
を
ど
う

や
っ
て
守
る
か
で
す
。
民
生
委
員
や
自

治
会
長
、
自
主
防
災
組
織
、
公
的
な
支

援
、
そ
し
て
地
域
で
、
ま
ず
は
命
を
失

わ
せ
な
い
こ
と
を
必
死
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立

場
で
言
え
ば
、
命
を
守
る
こ
と
に
加
え

て
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
今
仮
設
住
宅
の
暮
ら
し
の
中
で
の
孤

独
死
の
問
題
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題

な
ど
精
神
面
で
の
萎
縮
で
す
。
家
族
・

仕
事
・
地
域
・
馴
染
ん
だ
風
景
を
失
う

な
ど
様
々
な
喪
失
体
験
の
中
で
、
そ
れ

を
癒
す
た
め
に
ア
ル
コ
ー
ル
に
手
が
伸

び
る
方
も
い
ま
す
。
私
た
ち
の
支
援
は
、

な
ぜ
そ
の
人
が
ア
ル
コ
ー
ル
に
手
を
伸

ば
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
か
、
そ
し
て
そ

れ
を
や
め
ら
れ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し

か
し
た
ら
地
域
の
絆
が
希
薄
に
な
っ
て

い
た
り
、
家
族
が
い
る
こ
と
で
発
生
し

な
か
っ
た
寂
し
さ
が
強
く
襲
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
支
援
の
た

め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
で
き
る
こ

と
、
医
療
機
関
に
つ
な
が
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
を
考
え
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
で
の
防

災
活
動
を
考
え
る
と
き
、
目
に
見
え
な

い
被
害
に
対
し
て
私
た
ち
は
ど
う
向
き

合
う
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
被
災
し
た
方
一
人
ひ
と
り
が
声
に

出
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
い

た
い
け
ど
言
え
ず
に
遠
慮
し
た
り
、
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
、
人
様
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
時

に
、
地
域
の
中
で
困
っ
て
い
る
方
や
困

り
ご
と
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

た
だ
、
精
神
論
で
は
だ
め
だ
と
思
い

ま
す
。「
絆
が
大
事
で
す
。
地
域
を
よ
く

し
ま
し
ょ
う
。」
と
誰
で
も
賛
成
し
ま
す

が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
理
念
に
留
め
ず
に
具
体
的
に
ど

う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
を
自
分
の
中

で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

３
年
後
、
10
年
後
に
今
と
同
じ
よ
う

に
災
害
に
向
き
合
え
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
そ
の
時
に
備
え
て
準
備
す
る
と

い
う
こ
と
は
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。
東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
誰
か
特
定
の
人
が
話
し
続

け
る
の
で
は
な
く
、
皆
が
続
け
て
い
く

よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要

で
す
。

　

世
代
を
超
え
て
私
た
ち
の
子
ど
も
や

孫
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
世
代
に
、

あ
の
時
何
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
大

人
た
ち
が
何
に
悩
み
、
何
に
感
動
し
、

何
に
涙
し
た
の
か
、
そ
う
し
た
こ
と
を

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
ま
た
同
じ
被

害
が
で
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
地
に

行
っ
て
力
仕
事
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
中
で
伝
え
て
い
く
こ
と
、
家
庭

や
友
達
同
士
で
も
、
そ
れ
が
地
域
の
中

で
知
恵
と
し
て
伝
わ
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
す
べ

て
平
常
時
の
取
り
組
み
で
、
起
き
た
後

の
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、「
災
害
に
強
い
地
域
に
す

る
た
め
に
何
か
を
す
る
」
だ
け
で
は
続

か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
は

な
く
町
内
会
や
民
生
委
員
の
活
動
、
社

協
の
地
域
福
祉
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
テ
ー

マ
ご
と
の
活
動
、
行
政
の
施
行
な
ど
普

段
の
活
動
を
通
じ
て
考
え
て
い
く
こ
と

が
、
結
局
は
災
害
に
強
い
、
障
害
が
あ
っ

て
も
暮
ら
し
や
す
い
、
高
齢
に
な
っ
て

も
自
分
ら
し
く
住
み
続
け
ら
れ
る
、
そ

ん
な
地
域
が
災
害
時
に
も
強
み
を
発
揮

で
き
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
普
段
か
ら
暮
ら
し
や
す

い
街
づ
く
り
が
災
害
に
も
強
く
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

都
市
部
と
周
辺
の
田
園
地
域
、
マ
ン

シ
ョ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
る
町
内
会
と
一

戸
建
て
が
多
い
町
内
会
と
で
は
や
り
方

が
違
い
ま
す
。
沿
岸
部
と
山
間
部
で
は

想
定
さ
れ
る
災
害
も
違
う
で
し
ょ
う
。

自
分
の
地
域
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、

災
害
に
も
強
い
地
域
、
秋
田
に
な
る

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

「大船渡市復興ボランティアセンター」
３月 11日も多くのボランティアが駆け付けました。
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本
県
の
社
会
的
状
況
は
、
先
の
国
勢

調
査
で
人
口
が
108
万
５
，
９
９
７
人
と

な
り
、
昨
年
10
月
１
日
現
在
の
高
齢
化

率
は
、
29
・
６
％
で
全
国
一
の
高
齢
県

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
化
に
も

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
過
疎
化
・
核
家

族
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
３
月
に
東
日

本
を
襲
っ
た
大
震
災
は
、
東
北
・
太
平

洋
沿
岸
地
域
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
、
原
発
事
故
に
よ
る
電
力
供
給
不

足
や
放
射
能
汚
染
は
、
日
本
社
会
の
根

底
を
揺
る
が
す
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
行
政
を
中
心
に
災
害
を

想
定
し
た
防
災
減
災
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
が
、
災
害
時
の
避
難
や
被
災
後

の
対
応
に
つ
い
て
再
度
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
公
的
に
は

対
応
し
き
れ
な
い
、
制
度
の
間
に
あ
る
、

制
度
外
の
生
活
福
祉
課
題
を
地
域
で
解

決
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
も
引
き
続

き
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
本
会
の
地
域
福
祉
活
動
計

画
「
あ
き
た
の
幸
せ
・
発
展
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
次
の
５
つ
の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、
全
県
的
な
地
域
福
祉
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
の
住
民
参
加
に
よ
る
、
誰
も
が

安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
福
祉

で
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
地

域
福
祉
推
進
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
地
域
福
祉
実
践
力
の
向
上
に
努
め
、

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
の
発
展
強
化

を
図
り
つ
つ
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
体
制
づ
く
り
」
と
連
携
・
協
働
し

た
取
り
組
み
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
「
ふ

れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
開
設
な

ど
、
地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
活

動
状
況
の
杷
握
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
町

内
会
・
自
治
会
（
区
）
に
お
け
る
支
え

合
い
の
実
践
を
評
価
し
な
が
ら
強
化
発

展
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
課
題
を
踏
ま
え
、

各
地
域
に
お
け
る
被
災
者
、
特
に
災
害

弱
者
に
向
け
て
、
市
町
村
社
協
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
災
害
Ｖ
Ｃ
）

設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
と
と
も
に
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
研
修
会
を
開

催
し
、
災
害
時
に
活
動
す
る
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
市
町
村
社
協
の
新
任
職
員
や

介
護
保
険
事
業
等
職
員
を
対
象
と
し
た

研
修
で
は
、
共
同
募
金
運
動
改
革
と
連

動
し
た
地
域
福
祉
の
拡
充
な
ど
も
主
眼

に
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
と
な
る
人

材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
が
進
め
る
「
災
害
時
一
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
」
や
行
政
と
連
携
・
協

働
し
た
大
規
模
災
害
時
の
支
援
体
制
の

構
築
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
養
成
・
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

○
市
町
村
社
協
職
員
基
礎
研
修
の
実
施

○
町
内
会
・
自
治
会
（
区
）
福
祉
推
進
モ

デ
ル
（
新
規
３
地
区
指
定
）
事
業
の
実

施
○
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

　

県
民
が
抱
え
る
多
様
な
生
活
福
祉
課

題
の
解
決
方
策
や
県
全
体
の
地
域
福
祉

の
発
展
方
向
及
び
国
の
制
度
改
革
等
を

踏
ま
え
、
関
係
機
関
や
団
体
と
協
働
し
、

共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
引
き
続
き
研

究
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
や
被
災
施
設
利
用
者
の

緊
急
避
難
と
し
て
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
る
社
会
福
祉
施
設
の
対
応
策
や
手
順

な
ど
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り

方
と
、
法
人
後
見
の
可
能
性
や
市
民
後

見
人
の
確
保
を
含
め
た
成
年
後
見
制
度

の
活
用
推
進
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を

行
い
具
体
的
な
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

一
方
、
県
民
の
社
会
福
祉
に
関
す
る

理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
本
会
設

立
60
周
年
記
念
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

を
は
じ
め
、
昨
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
、
会
員
向

け
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
内
容
充
実
に
努

め
、
情
報
提
供
機
能
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

【
重
点
事
業
】

○
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
活
動
の
強
化

○
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
災
害
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
研
究

○
成
年
後
見
制
度
等
の
あ
り
方
研
究

○
60
周
年
記
念
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

　

認
知
症
の
高
齢
者
・
知
的
障
害
・
精

神
障
害
な
ど
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
日
常
的
金
銭
管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
援
助
す
る
「
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
」
で
は
、
基
幹
的
社
協
へ
の

専
門
員
増
員
に
よ
り
体
制
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
努

 

県
民
総
参
加
で
支
え
あ
う

県
民
総
参
加
で
支
え
あ
う

福
祉
で
ま
ち
づ
く

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
１

 

新
た
な
生
活
福
祉
課
題
の

新
た
な
生
活
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
た
協
働
体
制
づ
く
り

解
決
に
向
け
た
協
働
体
制
づ
く
り

基
本
方
針
２

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
保
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
保
護
・

相
談
支
援
体
制
の
強
化

相
談
支
援
体
制
の
強
化

基
本
方
針
３

 
平
成
24
年
度

   
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

重
点
事
業
及
び
予
算
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め
な
が
ら
、
個
人
の
尊
厳
の
確
保
と
権

利
擁
護
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
方
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利

益
の
保
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
め
ざ
す
「
運
営
適
正
化
委
員
会
」

で
は
、
的
確
な
助
言
や
相
談
対
応
に
努

め
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
適
正
な
運
営
に
向
け
た
指
導
・

助
言
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢

を
背
景
に
生
活
困
窮
者
が
増
す
な
か
、

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
」
は
第
２
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
た
め
、
相
談
支
援
体
制
の
充

実
と
適
正
な
債
権
管
理
に
努
め
、
要
援

護
世
帯
へ
の
資
金
貸
付
け
を
通
じ
た
自

立
生
活
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
推
進
体
制
の

強
化
に
よ
る
権
利
擁
護
の
充
実

○
生
活
福
祉
資
金(

総
合
支
援
資
金
・
福

祉
資
金
・
教
育
支
援
資
金
・
不
動
産
担

保
型
生
活
資
金)

及
び
臨
時
特
例
つ
な

ぎ
資
金
の
貸
付

　

福
祉
事
業
従
事
者
の
資
質
向
上
・
専

門
性
の
確
保
に
向
け
た
階
層
別
・
段
階

別
研
修
を
は
じ
め
、
認
知
症
関
連
研
修

や
介
護
福
祉
士
等
資
格
取
得
を
め
ざ
し

た
研
修
実
施
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
施
設
・

事
業
所
へ
の
継
続
的
・
安
定
的
経
営
基

盤
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
「
福
祉
人
材
確
保
支

援
事
業
」
で
積
極
的
に
求
人
開
拓
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
社
会
保
険
労
務
士

等
専
門
家
に
よ
る
労
働
環
境
改
善
に
向

け
た
助
言
・
指
導
に
よ
り
福
祉
従
事
者

の
安
定
確
保
と
就
労
の
定
着
化
促
進
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
介
護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転

換
就
労
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
離
職
等

に
対
す
る
介
護
事
業
所
で
の
実
務
訓
練

に
よ
る
就
労
支
援
と
、
事
業
所
の
求
人

確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て

利
用
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確

保
・
向
上
に
つ
い
て
は
、「
介
護
サ
ー
ビ

ス
情
報
の
公
表
事
業
」
の
仕
組
み
が
変

わ
り
、
本
県
で
は
指
定
情
報
公
表
セ
ン

タ
ー
に
調
査
機
能
が
一
元
化
さ
れ
る
た

め
調
査
機
関
と
し
て
の
役
目
は
終
え
ま

し
た
が
、
今
後
は
「
第
三
者
評
価
事
業
」

に
力
を
傾
注
し
、
一
層
、
利
用
者
本
位

の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

【
重
点
事
業
】

○
福
祉
保
健
従
事
者
及
び
認
知
症
介
護
に

関
す
る
研
修
の
実
施

○
福
祉
人
材
確
保
支
援
事
業
及
び
介
護
職

へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
就
労
支
援
事
業

の
実
施

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
実

施

　

全
県
の
地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
、
補
助
・
委
託
事
業
の
確
保

と
と
も
に
多
様
な
自
主
財
源
の
確
保
、

特
別
会
員
の
拡
大
に
向
け
た
「
会
員
拡

大
強
化
月
間
」
な
ど
で
事
業
所
訪
問
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
財
政
基
盤
の

強
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
計
画
の
点
検
・
把
握
の

た
め
「
事
業(

目
標)

管
理
シ
ー
ト
」
の

充
実
を
図
り
、
職
員
の
意
識
改
革
や
地

域
福
祉
活
動
計
画
「
あ
き
た
の
幸
せ
・

発
展
プ
ラ
ン
」
の
進
行
管
理
に
も
つ
な

げ
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
福
祉
会
館
が
開
館
か
ら

25
年
以
上
経
過
し
て
い
る
た
め
、
指
定

管
理
者
と
し
て
、
利
用
者
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
向
け
て
計
画
的
な
修
繕
を

進
め
、
会
館
機
能
を
活
用
し
た
障
害
者

や
高
齢
者
の
交
流
促
進
、
健
康
増
進
な

ど
を
展
開
す
る
た
め
引
き
続
き
会
館
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
・
確
保
事
業
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○
事
業
所
訪
問
活
動
等
に
よ
る
会
員
拡
大

○
各
種
自
主
財
源
確
保
の
強
化

○
事
業(

目
標)

管
理
シ
ー
ト
の
充
実

○
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
・
確
保

経　　理　　区　　分 予算額
（単位：千円）

1 法人運営事業 83,623 23.8%

2 社会福祉大会開催、広報発行、メールマガジン配信等 2,577 0.7%

3 トータルケア事業等の市町村社協支援事業 1,579 0.5%

4 各種別協議会支援、資格取得支援等の研修事業 28,681 8.2%

5 災害ボランティアコーディネ－タ－養成等 4,564 1.3%

6 民生委員互助共励事業 3,027 0.9%

7 共同募金配分金事業 6,001 1.7%

8 退職手当積立事業 10,526 3.0%

9 ふれあい安心電話システム推進事業 39,790 11.3%

10 県民や企業・団体等からの寄附の調整事業 2,753 0.8%

11 地域福祉推進委員会事業 8,066 2.3%

12 福祉職場の求人斡旋等の福祉保健人材センター事業 20,813 5.9%

13 福祉施設経営指導事業 5,199 1.5%

14 福祉サ－ビス評価事業 ( 第三者評価 ) 4,965 1.4%

15 日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業） 35,704 10.2%

16 大規模災害発生時におけるボランティア支援等 1,387 0.4%

17 介護職へのｷｬﾘｱ転換就労支援事業、福祉人材確保事業 88,692 25.3%

18 社会福祉会館支援サポ－タ－確保事業 2,911 0.8%

一般会計合計 350,858 100.0%

 

社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化
と

社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

基
本
方
針
４

 

安
定
し
た
経
営
基
盤
・

安
定
し
た
経
営
基
盤
・

　
　
　
　
　

推
進
体
制
の
強
化

　
　
　
　
　

推
進
体
制
の
強
化

基
本
方
針
５

平成24年度　一般会計予算
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　平成24年度からの児童福祉施設最低基準改正に伴い、児童養護施設、母子生活支援施設、乳
児院、児童自立支援施設等において福祉サービス第三者評価（以下「第三者評価」）の受審が
義務化されました。これにより、第三者評価が質の高いサービスを確保するための有効な手段
であることが法的に位置づけられました。
　しかしながら本県の受審状況は低調であり、本会でも平成18年度から第三者評価機関として
認証されて以来、保育所３件、乳児院１件（２回）、障害児・者併設施設１件の実績に留まっ
ております。
　そこで、施設の経費的負担を少しでも軽減し、第三者評価を受審しやすい環境を整えるた
め、本会の評価受審料を減額しました。

①基本料金の減額　３５０，０００円⇒２００，０００円
　　
　　　　※　基本料金のほか、施設への訪問調査（２回）、調査者同士の合議（３回）にかか

る調査者３名分の交通費については、実費額を別途請求します。

　※　基本料金には、以下の料金が含まれます。
　　　・訪問調査に係る費用（調査者３名分の報酬、保険料等）
　　　・評価資料の通信運搬費（本会と施設、本会と調査者との宅急便代等）
　　　・評価報告書等の資料作成代等
　　　・評価に係る事務手数料等
　　　・評価決定委員会の経費

②アンケート料金の減額　利用者１人あたり４００円⇒３００円
　定員数５０名施設の場合の評価料金（例）

基本料金（Ａ） ２００，０００円
アンケート料金（Ｂ） １５，０００円（＠ 300×５０名）
交　通　費（Ｃ） １１，１００円（＠ 740円×５日×３名の場合）
消　費　税（Ｄ） １１，３０５円（226,100 円×５％）
評価料金合計 ２３７，４０５円

　　　　
　　　　※　交通費（Ｃ）は、秋田市に自宅等がある調査者の場合で、仮に秋田県社会福祉会

館と中央地区老人福祉総合エリアとの往復（１日740円）で計算した例です。実
際には調査者の自宅等から施設との往復２日分、自宅等から秋田県社会福祉会館
との往復３日分を計算します。

　本会会員施設の場合は、さらに会員割引を適用します！

　①　会員施設の場合、基本料金＋アンケート料金から　１０％割引　
　②　１法人で複数施設が同時に受審する場合、さらに　　５％割引　
　③　本会で複数回にわたり受審する場合、さらに　　　１０％割引　

福祉サービス第三者評価の受審料を減額しました！

～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会　

様

７
，
７
１
０
円

・
匿
名

１
０
，
０
０
０
円

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店　

様

８
，
６
６
７
円

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
給
付
金
◎

・
入
学
祝
金　

８
名　
　

４
０
０
，
０
０
０
円

・
卒
業
祝
金　

11
名　
　

５
５
０
，
０
０
０
円

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体

様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
御
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動

や
障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動

な
ど
社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す

る
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途

を
特
定
す
る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

総
務
企
画
部

　
　

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
‐
５

　
　

℡
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
１
１

【
平
成
24
年
１
月
〜
３
月
末
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
北
都
銀
行
職
員
組
合　

様
２
８
，
０
０
０
円

・
協
和
石
油
株
式
会
社　

様

１
５
０
，
０
０
０
円

・
そ
ご
う
西
武
労
働
組
合
秋
田
支
部　

様

１
６
，
３
６
７
円

・
株
式
会
社
男
鹿
水
族
館　

様

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
書
道
連
盟　

様５０
，
０
０
０
円

・
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
東
北　

様

３
２
０
，
０
０
０
円

・
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
普
及
会
秋
田
支
部　

様

１
７
，
７
１
５
円

・
秋
田
銀
行
吹
奏
楽
団　

様
５
０
，
０
０
０
円

株式会社ツルハ様　クラシエ株式会社様からの
車椅子贈呈式

皆
様
の
善
意

皆
様
の
善
意

皆
様
の
善
意

皆
様
の
善
意

皆
様
の
善
意

皆
様
の
善
意

 

マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

 

車
椅
子
購
入
資
金
と
し
て

　

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

　

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

◎
指
定
金
銭
預
託
◎

　・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
秋
田　

様

４
２
１
，
２
８
８
円

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
社
会
貢
献
推
進
会
議　

様

４
６
４
，
０
８
８
円

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
‐
Ｍ
Ｅ
秋
田
事
業
所　

様

４
２
，
８
０
０
円

☟
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子
15
台
と
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
２
台
を
購

入
し
県
内
老
人
福
祉
施
設
17
ヵ
所
へ

◎
物
品
預
託
◎

・
秋
田
県
写
真
協
会　

様

　
写
真
１
５
３
枚
お
よ
び
写
真
集
１
０
０
冊

☟
県
内
の
老
人
・
障
害
者
福
祉
施
設

19
ヵ
所
へ

・
秋
田
県
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
会　

様

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
３
台

☟
県
内
の
老
人
福
祉
施
設
３
ヵ
所
へ

・
あ
き
ぎ
ん
吹
奏
楽
団　

様

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
招
待
券
50
枚

☟
秋
田
市
周
辺
の
社
会
福
祉
施
設
６
ヵ

所
お
よ
び
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
利

用
者
へ

・
秋
田
海
陸
運
送
株
式
会
社　

様
胡
蝶
蘭
１
鉢

☟
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
へ

・
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

様

・
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社　

様

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
10
台

☟
県
内
の
老
人
・
障
害
者
福
祉
施
設

10
ヵ
所
へ


